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は

じ

め

に

はじめに

　ジオパークとは、大地（ジオ）と公園（パーク）が組み合わさっ

た言葉で「大地の公園」という意味になります。大地（ジオ）をつ

くる石や化石、大地に息づく生き物や人々など、大地にかかわる

「すべてのもの」を丸ごと学び、現地を訪ねて楽しむことができる

公園（パーク）、それがジオパークです。

　私たち人間は大地の恵みと、大地の上で生きている動物や植物に

支
ささ

えられて産
さん

業
ぎょう

や文化を築
きず

き、歴
れき

史
し

を刻
きざ

んできました。ジオパーク

の学習を進めていくと大地の成り立ちと生き物や人々の生活に深い

つながりがあること、そして私たちを取り巻
ま

くすべての環境は大地

の動きと共に変化し、長い年月をかけてできたことがわかります。

　ジオパークという視点で佐渡を見たとき、今まで当たり前だと

思っていたことの中に数多くの新しい発見があることでしょう。そ

の新しい発見が、佐渡の魅
みりょく

力をどんどん増
ふ

やしてくれるでしょう。　

　小学生の皆さん、ぜひ『佐渡ジオパーク』の魅力発見に挑
ちょう

戦
せん

して

みてください。

《
こ
の
本
に
登
場
す
る
お
友
だ
ち
の
紹
介
》

おけさちゃん
「佐渡おけさ」が
得意で、なんにで
も興味を持つ活発
な女の子。

オニくん
ちょっとおっちょこちょい 
な男の子。
おけさちゃんに注意される 
こともしばしば。
自分のことを「ワシ」という。

トキオくん
自然が大好きな鳥。
平和でのどかな環境が
好き。
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⒈ 佐渡島の成り立ち

佐渡島の特色ある形はどう
やってできたのか？1

　佐渡島には大きな山地が２つあります。北側の山地が大
おお

佐
さ

渡
ど

山
さん

地
ち

、南側の山地
が小

こさどきゅうりょう
佐渡丘陵とよばれています。２つの山地の間には国

くになかへいや
中平野という大きな平野

があります。島の北側には外
そと

海
かい

府
ふ

海
かい

岸
がん

、南側には前
まえ

浜
はま

海
かい

岸
がん

があり、岩でできた海
岸が長くつづいています。また、島の東側と西側には大きく入り込んだ両

りょうつわん
津湾と

真
ま

野
の

湾
わん

があり、砂浜の海岸ができています。
　佐渡の形はチョウが羽を広げているようすに見えることから“バタフライアイ
ランド”（チョウの島）といわれることもあります。このような特

とくちょうてき
徴的な島の形

は、どうやってできたのかを探
さぐ

っていきましょう。

小木港

両津港

新潟

直江津

両津湾

相川

小
佐
渡
丘
陵

真野湾

国中
平野

外
海
府
海
岸

前
浜
海
岸

佐渡の地形

大
佐
渡
山
地
と

小
佐
渡
丘
陵
が

チ
ョ
ウ
の
羽
根
の

よ
う
に
見
え
る
よ
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⑴ 海底で何が起きたのか？ 
～島の始まり～

　佐渡は海底が持ち上がってできた島です。島が日本海から顔を出したのは今か
ら約300万年前と考えられています。それ以前の佐渡の大地は海の底にありま
した。このような海底が持ち上がる動きは海底の地層が東西から圧

あっしゅく
縮されたから

です。その結果、海底にしわのような高まりができ、海底が動くときには必ず大
きな地

じ
震
しん

が発生しました。

海底の高まりが
できた！！

圧縮されて曲がった地層（羽茂 素浜）

圧縮された海底

圧
縮
っ
て

こ
ん
な
感
じ
か
な

ヘンな顔
ク
ク
ッ
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⑵ 島はどれくらい成長したのか？ 
～高まり続ける大地～

　約12～10万年前頃の佐渡島のようすは、2列に並んだ２つの島でした。北の
島が現在の大佐渡、南の島は小佐渡になります。この２つの島は、その後も地
震をくり返しながら高くなり続けました。そして現

げん
在
ざい

、大佐渡は1172mの金
きん

北
ぽく

山
さん

、小佐渡は大
おお

地
じ

山
やま

の646ｍを最高に大きな山々に成長しました。

約12万年前

２つの島が並んでいました。 小佐渡丘陵　最高は大地山の6４６ｍ

大佐渡山地　最高は金北山の1172m
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⑶ ２つの島はどのようにしてつながったのか？ 
～砂

さ

州
す

の形
けい

成
せい

～
　持ち上がり続けた大佐渡と小佐渡の島は高くなりながら面積も大きくなりまし
た。高くなった２つの島の山からは海に向かって川が流れ、たくさんの土

ど
砂
しゃ

が運
ばれました。川から海に流れ込んだ土砂は波と岸を流れる海流の影

えいきょう
響を受けなが

ら流れの弱い場所にたまりました。その結果、２つの島の間の海に砂の橋（砂
州）ができ、大佐渡と小佐渡はつながりました。

２つの島が砂の橋でつながりました。 砂の橋をつくる地層：砂とれきの地層

大佐渡と小佐渡をつないだ砂の橋：両津の上横山から新穂潟上がつながりました。

約10万年前

両津湾
加茂湖

最初につながった砂の橋（砂州）
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⑷ 階段のような地形はどのようにしてできたのか？ 
～段
だんきゅう

丘の形成～
　佐渡島が※1隆

りゅうき
起したことを示

しめ
す地形は、大佐渡と小佐渡の海岸付近や国中平野

の周
しゅうへん

辺に見られます。その地形は「隆
りゅうきはしょくだい

起波食台」と「段丘」です。隆起波食台と
は、波でけずられた浅く平らな海底（波食台）が、地震などによって隆起し海面
上に出た地形をいいます。また、地震がくり返されることで隆起波食台が一段高
いところに持ち上げられた場合、階段状の地形ができます。このような地形を段
丘と呼びます。
　隆起の原因となる地震は、活

かつ
断
だん

層
そう

がずれることで起きます。活断層とは将来ず
れるかもしれない※２断層のことをいい、その活断層がはっきり見られる場所が
真野湾の海岸にあります。平均すると約1000年に一度、巨大地震が起こり１～
２ｍ程度、大地が持ち上がるといわれています。

隆起波食台と段丘（小木 深浦）

※1 隆起：土地が持ちあがること　※2 断層：地下の地層がずれること

段丘（古い隆起波食台） 隆起波食台
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二見半島の段丘

（佐渡島の自然（地質編））引用

段丘地形

二見半島の
段丘

上空から撮影した段丘二見半島の段丘を示した地図

大須鼻の活断層（真野　大須）：ひとつながりだったれき層が断層でずれています。

れき層

れき層
断　層
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⑸ 平野や湖はどのようにしてできたのか？ 
～潟
せき

湖
こ

の形成とうめ立て～
　約1万年前、真野湾や両津湾は大きく入り込んできました。そして約5000年
前の縄

じょうもんじだい
文時代になると両津湾および真野湾ともに湾の中ほどより砂の橋（砂州）

が伸び始め、最終的には湾の奥が仕切られた大きな湖ができました。こうして両
津湾の奥には加茂湖が、真野湾側には古

こ
国
くに

中
なか

湖
こ

が形成されました。
　その後、それぞれの潟湖には川から土砂が流れ込み、どんどん面積がせまく
なっていきました。その結果、約2000年前には古国中湖は湖のすべてがうめ立
てられ、現在の国中平野になりました。しかし加茂湖はまだうめ立てが終わら
ず、湖として残っています。

12万年前

12万年前

縄文時代の佐渡島

弥生時代の佐渡島

国中平野の
誕生だ！

おめでとう
ございます

約5000年前

約2000年前
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加茂湖　両津湾が砂の橋（砂州）によって仕切られて湖になりました。

国中平野　古国中湖が土砂でうめ立てられ平野になりました。

加茂湖

国中平野

両津湾
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⑴ なぜ佐渡の石は島の誕生よりも古いのか？　
　約300万年前に海から顔を出した佐渡島ですが、島を作る岩石は約300万年
前よりももっと古い時代にできています。最

もっと
も古い岩石は約3億

おく
年前の泥

どろ
がかた

まった泥
でい

岩
がん

や貝殻などが固まった石
せっ

灰
かい

岩
がん

、佐渡の陸地で一番多く見られる岩石は
約3000万年前から2000万年前の火山の石、新しい岩石としては約1700万年
前から500万年前の比

ひ
較
かく

的
てき

やわらかな泥岩や砂
すな

がかたまった砂
さ

岩
がん

などがありま
す。
　佐渡島誕生以前の海底には約300万年前より古い岩石でできた地層がありま
した。この地層が地震で持ち上がって佐渡の大地となったため佐渡島の誕生より
も古い岩石を見ることができるのです。それでは、古い岩石は、いつ頃、どのよ
うにしてできたのでしょうか。次を見ていきましょう。

(2) 島の岩石ができた４つの時代とは？
　佐渡ができるまでの歴史は、古いほうから太

たい
古
こ

の時代（約3億年前～１億年
前）、大陸の時代（約3000万年前～1700万年前）、海の時代（約1700万
年前～300万年前）、島の時代（約300万年前～現在）に分けることができま
す。それぞれの時代は現在とまったく違う環境だったので、今では見ることがで
きない生き物がいたり、火

か
山
ざん

活
かつ

動
どう

でできた石や堆
たい

積
せき

物
ぶつ

でできた石などのさまざま
な岩石がそれぞれの時代ごとにできました。

佐渡ができるまでの４つの時代と大地
の変化にはどんな関係があるのか？2

⒉ 佐渡の大地をつくる石や地層
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時

代

  古生代・中生代 新　生　代

で

き

事

化

石

時

代

  古生代・中生代

　３億年前　　6500万年　2500万年 1500万年　  1000万年　  500万年   100万年　　現在 

で

き

事

化

石

太古の時代 大陸の時代 海の時代 島の時代

やや寒い気候 暖かい気候 寒い気候

太古の海 る
れ
割

る
れ
離

む
沈

る
す
起
隆

に
渡
佐

む
住
が
ト
ヒ

古
の

最
渡
佐

物
生

栄
繁

石
化

動
活
山
火

沼
湖
・
期
盛
全

成
形
床
鉱
銀
金

生
誕
海
本
日

発
活
山
火
底
海

生
誕
島
渡
佐

発
開
山
鉱

息
生
キ
ト

入
導
再
・
滅
絶

石
化
虫
散
放

石
化
リ
ユ
ミ
ウ

石
化
ナ
リ
ズ
フ

）
葉
（
石
化
物
植

石
化
貝

石
化
の
ゴ
ン
サ

石
化
ウ
ソ
イ
ケ

石
化
類
魚

石
化
の
ラ
ジ
ク

石
化
貝

海
浅

化
海
深

化
海
浅

る
い
て
い
続
は
起
隆
も
在
現

代
時
生
弥

代
時
文
縄佐渡3億年の歴史年表

※�現在、佐渡では約1億年前～3000万年前までの地層が見つかっていないため、大陸の時代を約
3000万年前～1700万年前としています。

さ . さんおく年って…
気が遠くなる
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▲金北山

▲経塚山

国中平野

両津港

崎
根
平

小木港

川
更
真

相川

豊岡

三瀬

鷲崎大野亀

多田

赤泊

岸
海

浜
前

外
海
府

真野湾

Ｎ

第１ステージ地層分布図

二見半島

小木半島 ■ 第1ステージの地層

▲金北山

▲経塚山

国中平野

崎
根
平

小木港

川
更
真

相川

豊岡

三瀬

下戸

中山

鶴子

二見半島

小木半島

真野湾

入川

両津湾

■ 第３ステージの地層

▲金北山

▲ 経塚山

国中平野

両津湾

崎
根
平

小木港

川
更
真

相川

豊岡

三瀬

真野湾

入川

二見半島

小木半島

真野湾

入川

両津湾

金北山層
真更川層
相川層
入川層
貫入岩

第２ステージの地層

▲金北山

▲経塚山

国中平野

崎
根
平

小木港

川
更
真

相川

豊岡

三瀬

鷲崎

真野湾

入川

両津湾

■ 第４ステージの地層

二見半島

小木半島

太古の時代の岩石が見られる場所

海の時代の岩石が見られる場所

大陸の時代の岩石が見られる場所

島の時代の岩石が見られる場所

『佐渡島の自然（地質編）』改変

『佐渡島の自然（地質編）』改変 『佐渡島の自然（地質編）』改変

『佐渡島の自然（地質編）』改変
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①太
た い

古
こ

の時代（約3億年前～1億年前） 
～太
たい
平
へい
洋
よう
の真ん中でできた石が大陸に押

お
し付けられた～

　今から3億年から１億年前の世界のようすは、今とはまったく違っていまし
た。当時、今の日本がある場所には、日

に
本
ほん

列
れっ

島
とう

はなく、大きな大陸と大きな海だ
けがありました。大きな海の真

ま
ん中では海底火山が活動し、中から溶

よう
岩
がん

が噴
ふ

き出
しました。固まった溶岩は海

かい
洋
よう

のプレートに乗って少しずつ大陸に向かって移動
しました。途

とちゅう
中、海の生き物が死んでたまってできた石灰岩なども一緒に移動

し、とうとう大陸にたどり着きました。大陸にくっついた溶岩や石灰岩は、もの
すごく強い力で押し付けられたので形が変わり、とてもかたい石になりました。

およそ２億年前、今の日本列島や
佐渡は影も形もありませんでした。

佐
渡
ど
こ
ろ
か

日
本
の
に
の
字
も

な
い
な
ぁ

海
し
か

な
い
わ
ね

太古の時代の地図
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ウミユリの茎

フズリナの化石

中央海嶺とプレートの誕生

石灰岩に含まれている
化石です。
生き物の死がいが集まって
石灰岩はできています。

⬅ ⬅ ⬅⬅⬅

海洋プレート

マントル

海嶺
蛇紋岩
（かんらん岩）

付加帯

4 種類の岩石が
押し付けられた

➡付加帯
石灰岩

大陸プレート

ウミユリ
フズリナ枕状溶岩

ふ  かたい

泥岩
石灰岩
枕状溶岩
蛇紋岩

ウミユリ・フズリナ
などの死骸（ （

太古の時代の岩石ができた場所

太平洋の真ん中でできた石が海洋プレートに乗って移動します。そして大陸にぶつかって
押し付けられました。

ウミユリの化石（赤泊　三川）

フズリナの化石（畑野　松ヶ崎）

海
洋
プ
レ
ー
ト
に

乗
っ
て
移
動
し
た

地
層
や
石
が
大
陸
に

押
し
付
け
ら
れ
て
る
よ

フリズナ

ウミユリ
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②大陸の時代（約3000万年前～1700万年前） 
～大陸が割

わ

れ火山が大
だい

爆
ばく

発
はつ

、金
きん

銀
ぎん

鉱
こうみゃく

脈ができた！～

　今から約3000万年前、突
とつ

然
ぜん

、大陸が割れはじめ、落ち込んだくぼ地の中で激
はげ

しい火山活動が起こりました。火山は大
たいりょう

量の溶岩や火
か

山
ざん

灰
ばい

を地表にふき出しまし
た。これらの溶岩や火山灰が固まってできた石は佐渡を作る岩石の90％を占め
ています。また、マグマは、火山の石だけでなく熱

ねっ
水
すい

もつくりました。熱水とは
地下にしみこんだ地下水がマグマの熱で高温になり、温度が200℃から300℃
くらいになった水のことをいいます。熱水は周りの石から金、銀、ガラス成分
（石

せき

英
えい

・水
すいしょう

晶）をほんの少しだけ溶かしこみ、地表に向かって上
じょうしょう

昇しました。上
昇する途中で溶けていたガラス成分が固まり、鉱脈となり、その中に金や銀の粒
が集まりました。これが金銀鉱脈です。

大陸が割れ激しい火山活動が起こりました。
くぼ地には水がたまり、湖ができました。

大陸の時代　第2ステージ
3500万年～1700万年前

地震のおかげで少しずつ
大陸の形が変わっていくぞ

ガタ

ガタ

ガタ

ガタ

活発な火山活動

佐渡金銀山の金ができました

大きな湖

フォッサマグナミュージアム提供

大陸時代の地図と風景
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カメムシ科の化石

１　サドカンバ

金銀鉱石の銀黒（銀黒の中に金や銀が入っている）

金・銀金・銀 石英

金銀鉱脈のでき方

銀黒：金や銀が集まっている黒い筋

サドカンバ（相川　関）

カメムシの化石（相川　関）

暖められた地下水（熱水）が 
金や銀をとかし、
地下の割れ目（断層）を上昇 
すると鉱脈ができるんだ。

この当時の湖周辺に
見られた植物や昆虫の化石。 
湖の底にたまった泥岩に
はさまっています。

金や銀を含んだ鉱脈
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③海の時代（約1700万年前～300万年前） 
～たくさんの島々、暖

あたた
かな海はやがて深海へ～

　約1700万年前、大陸の東の端
はし

にできたくぼ地は広がり続けたため、まわりの海か
ら海水が少しずつ流れ込んできました。その結果、低いところは海に沈み、高いとこ
ろは島になりました。この頃できた浅い海は、将来日本海になる海です。南から流れ
てきた海流はとても暖かく（暖

だんりゅう
流という）、現在のフィリピンや沖

おき
縄
なわ

の海のようでし
た。その証拠になるホタテガイやサンゴの化石が当時の地層から見つかっています。
それから100万年後、海水の流れ込みは勢いを増し、大陸の近くには多くの島ができ
ました。またそれと同時に島はどんどん大陸から遠ざかっていきました。こうして島
と島との距

きょ
離
り

は広がり、間の海は深くなっていきました。

海の時代第3ステージ
1700万年～300万年前

サンゴの化石（真野　河ケ瀬崎） ホタテガイの仲間（相川　平根崎）

海の時代（日本海が誕生したころ）の地図と風景

大陸の割れ目の中に海水が入り込み、たくさんの島ができました。

1㎝

1㎝

海底火山活動

点在する島々

日本海誕生
フォッサマグナミュージアム提供
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～深
しん

海
かい

の時代がやってきた！～
　約1500万年前、大陸からはなれた島々は現在の日本の位置まで移

い
動
どう

し、ここ
で止まりました。その後、海はさらに深くなり、海の上に顔を出していた島々の
ほとんどは海底に沈

しず
んでいきました。この頃の広くなった日本海にはたくさんの

魚やクジラやアシカなどの仲間が泳ぎ回っていました。海の温度は、前の時代と
同じような暖かな海でしたが、少しずつ冷たい海流（寒

かんりゅう
流という）の影

えいきょう
響を受

け、寒い海へと変化していきました。
　約300万年後、海は最も深くなり水深が約3000mをこえました。深い海の底
にはプランクトンの死がいがゆっくりと沈み、長い年月をかけて厚

あつ
くたまってい

きました。

拡大する日本海
フォッサマグナミュージアム（2000）を改変

島々は大陸から離れ、
沈んでいったんだ。
深海時代の始まりだ。

海の時代（日本海が誕生したころ）の地図と風景

深海となった日本海

大型哺乳類、魚類等の回遊

フォッサマグナミュージアム提供
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今のイバラエイ
（暖かい海にすむエイ）

アロデスムスのイラスト
（アシカの仲間）

サドムカシツチクジラのイラスト

イバラエイのうろこの化石（佐和田 沢根）

サドムカシツチクジラの頭骨化石 
（小木 小木堂釜）　 頭骨の大きさと部位

アロデスムスの頭骨化石（小木  小木堂釜）

5㎜

10㎝

10㎝
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④島の時代（約300万年前～現在） 
～浅くなる海、冷たい海はホタテガイをはぐくんだ！～

　約500万年前、プレートの動きが変わり、深い海は少しずつ浅くなっていき
ました。この動きが約200万年間も続き、とうとう深い海底は海上に顔を出
し、陸地になりました。佐渡島ができ始めた300万年前の海は、まだ深いとこ
ろが多かったようで、このころの地層からは50m～200mくらいのやや深い海
にすむ貝の化石（ロウバイガイなど）が見つかりますが、約100万年前の地層
になると50mより浅い海底にすむホタテガイやサワネイソニナ（巻貝の仲間）
などの貝化石がでてきます。このような化石の種類の変化から日本海がどんどん
浅くなっていったことがわかります。そのほか北の海にすむ貝化石がたくさん見
つかることから当時の海が冷たかったことも想像できます。現在の佐渡の海は暖
流の影響もあり、100万年前よりずっと暖かい海となっています。海の時代第3ステージ

1700万年～300万年前

島の時代（島が誕生したころ）の
地図と風景

海底が持ちあがり、
佐渡や東北日本が
陸地になりました。

海底の隆起、浅い海へ

佐渡島誕生、山地の形成

フォッサマグナミュージアム提供
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ユーラシアプレート
北アメリカ
プレート

太平洋
プレート

フィリピン海プレート

やや深い海にすむ貝の化石（ロウバイガイ）

浅い海にすむ貝の化石（サワネイソニナ）

浅い海にすむ貝の化石（ホタテガイ）

島の時代（とても寒かった頃）の地図と風景
※この風景は本州のようすです。

海面の高さが低くなり、
陸地が大きくなった時代。
人々は狩りをして
生活していたんだよ。

1㎝

1㎝

1㎝

フォッサマグナミュージアム提供
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島の時代（暖かくなったころ）の地図と風景

ユーラシアプレート
北アメリカ
プレート

太平洋
プレート

フィリピン海プレート

暖かくなり、海面の高さも
現在とほぼ同じになりました。
そして人々は村を作って
生活するようになりました。

フォッサマグナミュージアム提供
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⑴ 縄文人が食べていた貝 
～貝塚からわかる当時のようす～

　今から約5000年前の縄文時代は、大佐渡山地と小佐渡丘陵の間の海が砂の橋
で仕

し
切
き

られ、古
こ

国
くに

中
なか

湖
こ

や加
か

茂
も

湖
こ

ができました。当時の湖の周辺には貝
かい

塚
づか

とよばれ
る貝

かい
殻
がら

が集められた場所が見つかっています。貝塚は縄文時代の人々が貝を食べ
て、その殻

から
を捨てた場所と考えられています。貝塚からはハマグリ、サトウガ

イ、サザエなどの海の貝や、塩分がややうすい潟
せき

湖
こ

にすむサドシジミが見つかり
ました。その中でもサドシジミの数が最も多いことから、近くの湖は海水と真水
がまじった湖（汽

き
水
すい

湖
こ

）だったと考えられています。その他、サメ、スズキ、タ
イなどの魚類、クジラ、イルカ、シカ、イノシシなどの哺

ほにゅうるい
乳類の骨

ほね
も発

はっ
掘
くつ

されま
した。

佐渡の大地の恵みをどのよう
に暮らしに活かしてきたのか？3

古国中湖と縄文、弥生遺跡の分布

縄文時代の遺跡は、古国中湖のまわり
にみられます。

貝塚からでた貝（サドシジミ）
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⑵ 低地と台地を利用した米作りの歴史
　弥

や よ い
生時代からはじまった稲作は、土地が持ちあがってできた台

だい
地
ち

（段丘）や低
てい

地
ち

（国中平野）を中心に発
はっ

達
たつ

しました。平
たい

らな土地に水を引き、田んぼに変える
開
かいでんじぎょう

田事業は、昭
しょうわ

和の時代まで続きました。
　2000年前（弥生時代）の佐渡は、縄文時代にできた古国中湖が山から流れ出
た土砂でうめ立てられ、国中平野ができ始めた頃でした。佐渡における最初の米
作りは、このような国中平野の湿

しっ
地
ち

帯
たい

で行われました。この時代の遺
い

跡
せき

からは炭
になった米（炭

たん
化
か

米
まい

）や石
いしぼうちょう

包丁が発掘されています。その他、これらの遺跡から
は勾

まが
玉
たま

や管
くだ

玉
たま

などが見つかることもあります。

国中平野の田んぼ（5月）

玉作り遺跡からの出土品（管玉）

よ〜し
ワシも遺跡を
発掘するぞー

勝
手
に
穴
を
掘
っ
た
ら

ダ
メ
だ
よ

首かざりに
使ったのかな？
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　新田開発が急
きゅうそく

速に進んだ時期は、佐渡金銀山の開発と大きな関係があります。
金銀を採

さい
掘
くつ

するために集まった人々は５万人を越
こ

え、日本最大のゴールドラッ
シュが起こりました。江

え
戸
ど

時
じ

代
だい

初
しょ

期
き

から幕
ばく

府
ふ

が管
かん

理
り

した佐渡では、佐
さ

渡
ど

奉
ぶぎょう

行が食
料の確

かく
保
ほ

のために新しい田んぼを作り、米の生
せいさんりょう

産量を増やす命令を出しました。
江戸時代以前の国中平野周辺の※扇

せんじょうち
状地や段丘は、鎌倉時代から始められた湧

わ
き

水を利用した小
し ょ う き ぼ

規模な田んぼの開
かい

拓
たく

でしたが、江戸時代になるとより広い範
はん

囲
い

を
田んぼにするために堰

せき
（水を川から取り入れる口）と江

え
（用水路）が作られまし

た。これにより、これまで森林だった土地が田んぼへと変わり、たくさんの米が
収かくできるようになりました。

※ 扇状地：山間の谷から流れ出す大きな川が作るおうぎ形をした地形

江を整備することで開かれた扇状地の田んぼ（新保川扇状地）

川から水を取り入れる場所：堰（せき） 江（水路）に水を分ける場所（金井　舟津江）
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　二見半島の段丘では、田んぼに適した平らな土地はありましたが、大きな川が
なく、山あいの沢や小さなため池の水を利用して稲作をしていました。大半は畑
として活用していましたが、明

めい
治
じ

時
じ

代
だい

から昭
しょうわじだい

和時代にかけて地域の人々が協力し
て沢をせき止め、大きなため池をいくつも作って畑だった土地を田んぼに変えて
いきました。

段丘の田んぼ

ため池（相川　相川大浦）

米作りには
水がとっても
大切なんだね



⒊ 

大
地
と
つ
な
が
る
佐
渡
の
人
々
の
生
活

─26 ─ ─ 27─

　小
お

木
ぎ

半
はん

島
とう

は、海底火山の噴
ふんしゅつぶつ

出物
（枕

まくらじょうようがん
状溶岩、水

すいちゅうかさいがん
中火砕岩）ででき

ていたため、地面に降った雨など
はすぐにしみこんでしまい、田ん
ぼにするにはあまり良い土地であ
りませんでした。しかし、地下を
流れる水

すいみゃく
脈をめがけて横から穴を

掘り（横
よこ

井
い

戸
ど

）、たくさん水を引
くことで畑を田んぼにすることが
できました。

枕状溶岩（小木　元小木）

水中火砕岩（小木　宿根木）

枕状溶岩（小木　沢崎）

小木 宿根木の
横井戸

海底火山でできた丸い形をした溶岩。
まくらや米俵のような形をしています。
割れ目が入り、小さな穴がたくさん開いています。

海底火山でできた火山灰
と溶岩のかけらがまじっ
て固まっているよ。
火山灰にはすき間が多く
水がしみこみやすくなっ
ているんだ。

枕
状
溶
岩

横井戸のしくみ
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⑶ 地すべりがもたらしたもの
　田んぼの開発は平地だけでなく山の斜

しゃ
面
めん

でもおこなわれました。急
きゅう

ながけが多
いところではよく地すべりが発生しました。地すべりは災

さい
害
がい

ですが、地すべりが
起きた後には緩

ゆる
やかな斜面ができました。この緩

ゆる
やかな斜

しゃ
面
めん

を利用して※棚
たな

田
だ

が
作られました。このような田んぼは、前

まえ
浜
はま

海
かい

岸
がん

や大佐渡、小佐渡の山
さん

間
かん

地
ち

に残っ
ており、美しい景

け
色
しき

を作り出しています。
　また、地すべりがもたらした恵

めぐ
みの一つに小佐渡北部の赤

あか
玉
だま

地
ち

域
いき

の赤玉石があ
ります。庭

にわ
石
いし

として有名な赤玉石は地すべりでくずれた土砂の中からたくさん出
てきました。この貴

きちょう
重な赤玉石は高

こう
価
か

な石として有名ですが、災害によってこわ
れた田んぼを直すのにも利用され、地域の危

き
機
き

を救った話が残っています。

※棚田：山の斜面に階段状に作られている田んぼ

棚田（両津　岩首）

赤玉石（両津　赤玉）

うわー
地すべりだぁー

地
す
べ
り
で

遊
ば
な
い
！
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⑷ 海岸・海底地形と海の恵み
　両津湾と前浜海岸は、海岸から
すぐ近くで水深が深くなっている
地域です。海岸の陸地側は山がせ
まり、その急な斜面が海底の深く
まで続いている地形になっていま
す。水深100～200ｍの海底に
は、スケトウダラ、マダラ、ホッ
コクアカエビ・ベニズワイガニな
どがすみ、これらの魚

ぎょ
介
かい

類
るい

をとる
漁
ぎょぎょう

業が発展しました。現在、両津
湾では、大

おお
型
がた

定
てい

置
ち

網
あみ

（大
だい

謀
ぼう

網
あみ

）を
中心とした漁業が行われていま
す。冬の季節風がふく頃、北の海
からブリが湾に入ってくるので内

うち

海
かい

府
ふ

海
かい

岸
がん

の漁港はブリ漁
りょう

でたいへ
んにぎわいます。また、冬の強い
北西の風は大佐渡山地によってさ
えぎられるため湾の中は比

ひ
較
かく

的
てき

お
だやかになります。この条件も漁
をする上で大きな利

り
点
てん

になってい
ます。
　前浜海岸の松

まつ
ケ
が

崎
さき

地
ち

域
いき

では海
かい

洋
よう

深
しん

層
そう

水
すい

が深い海からくみ上げら
れ、飲み水として利用されるほ
か、ホッコクアカエビやアワビな
どを育てたり、温

おん
泉
せん

施
し

設
せつ

に配った
りといろいろな場所で活用されて

佐渡周辺の海底地形

内海府地域のブリ漁

海洋深層水
くみ上げ地
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います。
　佐渡の海岸はいろんなタイ
プがあります。平らな海岸が
広がる隆

りゅうきはしょくだい
起波食台、岩ででき

た海岸、砂
すな

浜
はま

海
かい

岸
がん

などがその
例です。それぞれの海岸では
その特徴にあった産業が発

はっ
展
てん

しました。例えば隆起波食台
ができている海岸では岩ノリ
（ウップルイノリ）やワカメをとる漁が行われ、岩場の海岸ではサザエやアワビ
などの貝類や「いごねり」の原

げんりょう
料となるエゴグサ（エゴノリ）をとる磯

いそ
ねぎ漁

りょう
が

現在も行われています。小木半島などの出入りが激しく浅い海岸では磯ねぎ漁を
行うとき、小回りがきき、底が平らなたらい舟が用いられました。
砂浜の海岸では製

せいえんぎょう

塩業がさかんに行われました。特に両津の住
すみ

吉
よし

海
かい

岸
がん

、原
はら

黒
くろ

海
かい

岸
がん

、河
かわ

崎
さき

海
かい

岸
がん

は、一
いち

大
だい

産
さん

地
ち

であり、大ががりな塩作りが行われていました。海水

を煮
に

るための大量の炭や木材は、内海府の山々で炭焼きをして調
ちょうたつ

達していました。

たらい舟をつかった磯ねぎ漁（小木　沢崎）

砂浜海岸での塩づくり（両津郷土博物館ジオラマ）
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⑸ 砂
さ きゅう

丘地
ち

帯
たい

の活用
　真野湾の新

しん
町
まち

から八
や

幡
はた

にかけて広い砂浜海岸と砂丘がみられます。この砂丘は
佐渡で最も大きな川である国

こく
府
ふ

川
がわ

から大量の土
ど

砂
しゃ

が流れ出し、春から秋にかけて
ふく強い西

にし
風
かぜ

によって集められ、小さな丘
おか

のようになりました。昔はこの砂丘地
帯は風の影響を受けると砂

すな
山
やま

が動くので、人々がこの地に家を建てたり、畑を
作ったりすることはなかなかできませんでした。このような砂の害を防ぐために
人々は垣

かき
根
ね

をつくり、クロマツを植えました（八
や は た

幡砂
すな

垣
がき

）。その結果、砂の移動
が少なくなり野菜が栽

さい
培
ばい

できるようになりました。そして新たな集
しゅうらく

落もできまし
た。

八幡砂丘の畑

砂の害を防ぐために
砂浜に松を
植えたんだね。
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⑹ 佐渡の食材と大地のつながり　
　佐渡の地形はさまざまで隆起波食台や段丘、砂州、※海

かい
跡
せき

湖
こ

（加茂湖）、平野
（国中平野）があります。地形の違いは、その土地にすむ生き物の違いにもつな
がります。人々はその土地にすむ生き物を育てて生活に活かしてきました。
　その例として、加茂湖ではカキ養

ようしょく
殖が行われています。カキの種類はマガキで

冬がおいしい季節になります。現在の加茂湖は淡
たん

水
すい

（真
ま

水
みず

）と海水が混じる汽水
湖であり、塩分の濃さがやや低い海を好

この
むカキにとってたいへん育ちやすい環境

になっています。しかし、明
めい

治
じ

34（1901）年までは、加茂湖は淡
たん

水
すい

湖
こ

（真水
の湖）でありカキはすむことができませんでした。
　明治の始めの頃の加茂湖は、大量の土砂が流れ込んだため湖の底が浅くなり湖
の水面が高くなっていました。そんな加茂湖に大雨が降ると湖が増

ぞう
水
すい

してしま
い、まわりの田

た
畑
はた

が水びたしになりました。そこで地域の人たちは湖と海をつな
ぐ小さな川を深く掘

ほ
りさげ、広くすることで湖の水が海へと流れるように大工事

を行いました。そのおかげで氾濫は少なくなりましたが潮
しお

の流れや満
み

ち引きに
よっては海水も湖に入ってくるようになりました。こうして加茂湖は汽水湖へと
変化し、少しずつカキや海の生き物がすめるようになりました。

※ 海跡湖：海の一部が砂州で区切られた湖

加茂湖のカキ養殖

い
か
だ
に
ぶ
ら
下
げ
た

綱
に
た
く
さ
ん
の
カ
キ
が 

く
っ
つ
い
て
い
る
ん
だ
。



⒊ 

大
地
と
つ
な
が
る
佐
渡
の
人
々
の
生
活

─ 32 ─ ─ 33 ─

　島が隆起してできた段丘などの平らな土地は、ほとんどが田んぼに開
かい

墾
こん

されて
います。しかし、水を引けない場所では他の作物を栽

さい
培
ばい

しています。その例と
して、お茶、柿、サツマイモなどがあります。これらの作物は現在では佐

さ
渡
ど

番
ばん

茶
ちゃ

（両津）、おけさ柿（羽
は

茂
もち

）、いももち（小木）として佐渡の名
めい

産
さん

品
ひん

となっていま
す。
　国中平野では、たくさんの田んぼの生き物をはぐくむ米作りが行われていま
す。農家は農薬をあまり使わない方法で稲を育て、佐

さ
渡
ど

市
し

認
にんしょう

証米
まい

「朱
と

鷺
き

と暮
く

ら
す郷

さと
」の生産に取り組んでいます。国中平野は、昔の湖がうめ立てられてできた

土地なので大部分は湿
しっ

地
ち

でした。そんな湿地にたくさんの植物が生えたので栄
えい

養
よう

豊
ほう

富
ふ

な土ができました。また、大佐渡と小佐渡の山々から流れ出る川の水にはミ
ネラル分が多く含まれていて、この水が田んぼの稲

いね
を元気にしています。佐渡市

認証米は自然豊かな環境で農家の人たちが丹
たん

精
せい

こめて作った安心安全な米として
人気があります。

段丘の畑で栽培されたサツマイモ（小木　琴浦）

減農薬で作られた佐渡市認証米

食
べ
過
ぎ
注
意
！

佐
渡
の
米
は

う
ま
い
な
ぁ
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⑺ 過去の巨大地震
　佐渡の島を隆起させる巨大地震は約1000年に１回起こり、佐渡の大地を１～
２ｍ引き上げると考えられています。記

き
録
ろく

として残っている主なものは宝
ほう

暦
れき

佐
さ

渡
ど

沖
おき

地
じ

震
しん

、小
お

木
ぎ

地
じ

震
しん

、新
にい

潟
がた

地
じ

震
しん

が上げられます。
　宝暦佐渡沖地震は宝暦12（1762）年10月31日に発生、Ｍ(マグニチュー
ド)7.0、粟

あわ
島
しま

沖
おき

西
せい

方
ほう

で起こった地震でした。この地震による津波で「願
ねがい

」とい
う１つの村がすべて流されてしまいました。
　小木地震は享

きょうわ
和２（1802）年12月９日に発生、Ｍ6.6～6.8の規

き
模
ぼ

で、古
い記録には「海底が0.8m ～２ｍ隆起し、435戸のほとんどが全

ぜん
壊
かい

、死者は18
人」とあります。この地震により小木半島全体が隆起し、半島の海岸地域にあっ
た平らな海底が海面より上に現れ、新たな隆起波食台となりました。
　新潟地震は昭和39（1964）年６月16日13時1分41秒、Ｍ7.5、粟

あわ
島
しま

南
なん

方
ぽう

沖
おき

で起きた地震でした。佐渡では両津地域に２ｍの津波が発生し、400戸が浸
しん

水
すい

する被害がありましたが亡くなったり、大きなけがをしたりした人はいませんで
した。

海底の地形と過去の大きな地震が起きた場所

新潟地震は、大きな地震だっ
たのに大きなけが人や亡く
なった人がでなかったのは不
幸中の幸いだったわね。
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⑴ 日本産トキが残った理由とは？ 
～トキが舞う佐渡の大地～

　新潟県の鳥としても有名なト
キは、国の特

とく
別
べつ

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

であ
るとともに、国

こく
際
さい

保
ほ

護
ご

鳥
ちょう

として
世界的にも知られています。今
から100年前の大正時代には日
本のトキは絶

ぜつ
滅
めつ

したと考えられ
ていましたが、佐渡島に生きて
いることが確認され、当時大き
な話題となりました。トキが佐
渡に残っていた理由は天

てん
敵
てき

が少なかったこと、トキが餌
えさ

場
ば

とした山の中の田んぼ
が数多くあったことがあげられます。そして何よりトキを自分の仲間として、守
ろうとした人々がい
たことも忘れてはな
りません。しかし、
人々の努力もむなし
く平成15（2003）
年に日本のトキは絶
滅しました。
　その後、中国産の
ト キ を 借

か
り 入 れ て

野
や

生
せい

復
ふっ

帰
き

へ の 活 動

佐渡の多様な動植物はどのよ
うにはぐくまれてきたのか？4

山間地の田んぼ（新穂　生椿）

野生下のトキ（新穂　新穂潟上）
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が始まりました。最初の放
ほうちょう

鳥から14年が経
た

ち、令和４（2022）年には自然界
で500羽以上のトキが空を舞

ま
っています。このように野生復帰が実現できたの

は、生き物がたくさんいる田んぼが国中平野や段丘上にあったからです。国中平
野は２つの島が並

なら
んで持ちあがりその間の海に土砂がたまっててできた土地で

す。もし、島が２つ並んでいなければ国中平野はできませんでした。このように
考えると島の成り立ちとトキの野生復帰はとても深いかかわりがあることがわか
ります。
また、平野や段丘の田んぼやその周辺には、多くの生き物が育っていける環境

が整っています。人々はこのような環境に気を配
くば

り農
のう

薬
やく

を減らしたり、水場を

作ったりする取組を行っています。その結果、田んぼの生き物の数は大変多くな

りました。これらのたくさんの生き物の中で、トキはカエル、ミミズ、ドジョウ、

マルタニシ、ガムシ、ゲンゴロウ類などを食べています。トキのほかにもアオサ

ギ、ダイサギなどのサギ類のほか、ノスリなどの猛
もう

禽
きん

類
るい

もたくさん見かけられる

ようになりました。これは鳥たちと他の生き物をつなぐ関係がしっかりできてき

た証
しょうこ

拠です。

田んぼの生き物（マルタニシ）

アオサギ

みなさんのお陰で
元気に佐渡の空を
飛び回っています

Thank you
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⑵ 加茂湖は淡水？ 海水？ 
～加茂湖の生き物の移り変わり～

　加茂湖は両津湾の奥が砂の橋（砂州）で仕切られたてできた湖です。加茂湖が
できた当時の2000年前頃（弥

や
生
よい

時
じ

代
だい

）は塩水でした。しかし、1000年前の平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

に淡水となり、それが明治34（1901）年まで続きました。しかし、明
治35（1902）年、川を広げたことで、海水が入ってきたため現在の汽水湖へ
と変化しました。
　このような水質の変化は、加茂湖の生き物にも影響しました。加茂湖の漁業の
歴史を見ると、明治時代はドジョウ、ナマズ、ウナギ、コイ、フナ、ワカサギ、
スッポンなどをとる漁が行われていましたが、大

たいしょう
正時

じ
代
だい

から昭
しょうわじだい

和時代になるとイ
ワシ、カレイ、クロダイ、サヨリ、カキ、アサリ、クルマエビなどの海の魚

ぎょ
介
かい

類
るい

の漁が行われるようになりました。現在は、カキ養
ようしょく

殖が盛
さか

んに行われ、約400
基のいかだが湖に浮いています。安定したカキ養殖には水の管理が重要です。水
質を保つために海と加茂湖を巨大パイプでつなぎ、1秒間に数トンの海水を取り
入れています。さらにジェットストリーマー（白鳥の形をしている）で湖水を
循
じゅんかん

環させています。このような努力が実を結び、加茂湖のカキは佐渡の名
めい

産
さん

品
ひん

に
なりました。

淡水にすむ魚（フナ）

海にすむ魚（クロダイ）
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⑶ 天然杉が育った理由は何？ 
～樹
じゅれい

齢数百年の天然杉～
　大佐渡山地の標高900ｍの山中に樹齢（木の年齢）数百年の天然杉林があり
ます。石

いし
名
な

、新潟大学 演
えんしゅう

習 林
りん

、関
せき

の天然杉が有名で、これまで多くの人が訪
れ、その雄

ゆう
大
だい

な姿を楽しんできました。佐渡島に生
せい

育
いく

する天然杉の正
せい

式
しき

名
めいしょう

称はア
シウスギといいます。太平洋側のスギ（オモテスギ）に対してアシウスギは日本
海側の雪の多い地域にみられる種類です。
　樹齢数百年の天然杉は深い霧

きり
の中でゆっくりと成長して大きな木になりまし

た。杉の成長にとってこの霧に包まれた山はとても良い環境になっています。霧
が発生する原因は地形が関係しています。大佐渡山地の地形を見ると、外海府海
岸（北側の海岸）から山頂に向かってゆるやかな斜面となっていて、この斜面を
水蒸気が上昇していくと約700m を超えたあたりから霧ができ始めます。霧は
山全体に広がり木々を覆

おお
います。

　しかし、いつもこのようなおだやかな環境が続くわけではありません。気温が
常に氷点下となる冬の時期には、天然杉の林はものすごく強い北風を受けます。
また、風がおさまれば雪が積もり、山

さんちょう
頂付近は５～６m に達します。雪は広げ

た枝に降り積
つも

り、その重みで枝は変
へん

形
けい

させられます。枝を折
お

られたり、地面に押
し付けられたりする中で杉たちは春の雪解

ど
けを待ちます。このような苦

く
難
なん

に耐
た

え
ながら成長していく天然杉だからこそ、見る人たちに感動を与えるのでしょう。

厳しい自然に耐え大きく成長した
佐渡の天然杉は一見の価値があります。
見たことのない人は、ぜひ、見に行きましょう。
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天然杉（相川　石名）

天然杉（相川　関）

天然杉（相川　関）
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⑷ なぜ佐渡の山に高山植物が見られるのか？ 
～氷
ひょうき

期の生き残りの植物とシバ草原～
　ドンデン高原を代表する植物に、ハクサンシャクナゲ、イブキジャコウソウ、
ウメバチソウなどがあります。これらは本

ほんしゅう
州の1500m より高い山に生育する

植物ですが、1000mほどの大佐渡山地でも、このような植物を見ることができ
ます。今から２万年前頃の氷期（氷

ひ ょ う が き
河期の中で気温が低い時期）にこの植物たち

は平地にもたくさん生えていました。しかし、その後の間
かんぴょうき

氷期（氷河期の中で気
温が高い時期）になると、平地では生育できず気温の低い山地へと生育場所を変
えていきました。これが佐渡の1000m級の山に高山植物が見られる理由です。
生き残った氷期の植物が島にあることは大変珍

めずら
しい現象です。

　また、ドンデン高原にみられる代表的な植物にシバがあります。氷期の高原に
はすでにシバが茂っていました。その後、佐渡では江戸時代の頃から林

りん
間
かん

放
ほう

牧
ぼく

が
行われるようになり、このドンデン高原でも、牛や馬が放牧されました。放牧場
所は1000m 付近であったために、この標

ひょうこう
高に生育する多くの植物が牛や馬に

食べられました。背を伸
の

ばす植物に対して、地表すれすれに生育するシバは食べ
られてもすぐに新しい芽を出し伸びることができます。そのため、牛馬が食べる
背の高い植物はなくなり、シバだけが残ったので、草原がいたるところで形成さ
れました。しかし、現在、林間放牧のほとんどがなくなり、ドンデン高原で牛や
馬の姿を見ることはまったなくなりました。このことで背を伸ばす植物が増え、
シバ草原は少しずつ弱ってきています。

間氷期になったら
暖かくなってきたんで

気温の低い山へ移動しようっと



⒋ 

生
き
物
た
ち
と
大
地
の
関
わ
り

─ 40 ─ ─ 41─

ウメバチソウ（ドンデン高原）

イブキジャコウソウ（ドンデン高原）

シバ草原（ドンデン高原）

ハクサンシャクナゲ（ドンデン高原）
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⑸ 佐渡の川の特徴とは？ 
～清
せいりゅう

流にすむ生き物～
　佐渡の川には、魚のほかにも数多くの生き物が生息しています。特に大佐渡山
地、小佐渡丘陵から両津湾、外

そと
海
かい

府
ふ

海
かい

岸
がん

、前浜海岸へ直接流れ出る川にはヒラタ
カゲロウ、カワゲラ、ナガレトビケラ、ヘビトンボ、サワガニ、プラナリアなど
の※水

すい
質
しつ

階
かい

級
きゅう

１の「たいへんきれいな水にすむ指
しひょうせいぶつ

標生物」が確認できます。この
ような清流が佐渡で多く見られる理由は、川の長さが短く、源

げんりゅう
流から河

か
口
こう

までの
すべてが上流のような環境になっているからです。実際に下流域で生き物調査を
すると、本州であれば上流域でしか見ることのできない種類の生き物が、たくさ
ん生息していることがわかります。
　また、国中平野を流れる川の中には、ゲンジボタルの幼虫、そのえさとなるカ
ワニナ（巻貝のなかま）、オニヤンマやギンヤンマのヤゴなどがすんでいます。
これら幼虫が６月から７月にかけて成虫となり田んぼを飛び回ると、夏がやって
きたことを感じます。

ヒラタカゲロウ カワゲラ

ゲンジボタル（幼虫）

※水質階級：�水の汚れのようすを4段階に区分した数値。 
階級1がきれいな水、4がとても汚い水となる。

佐渡の美しい自然を
みんなで守って

いきたいな
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おわりに
　　　

　これまで、「佐渡の成り立ち」、「大地と人々の生活とのかかわり」、「大地と生
き物とのつながり」を見てきました。これらすべての事

こと
柄
がら

は、佐渡にすむ私たち
だからこそ実

じっ
感
かん

できる大地の恵みです。
　未来を生きていく児童の皆さ
ん、この恵みをこれからどのよう
に守り、そしてどのように活

い
かし

ていくかをぜひ考えてみてくださ
い。SDGsの目標にあてはめて考
えるといろんなアイデアが出てく
るのではないでしょうか。

5Q 佐渡の大地の恵みを今後 
どのように活かしていくか？

お

わ

り

に

私が考えたこと
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あとがき

　佐渡島は日本で4番目の面積をもつ大きな島です。そんな大きな

島に約５万人の人々が生活しています。山や平野、川や湖などさま

ざまな景色があり、そこにはさまざまな種類の生き物がいて、そし

て人が生き物を育てたり、人同士がつながったりしながら仲良く平

和に暮らしています。こんな日常の中にあって私たちの故
ふる

郷
さと

である

佐渡は、いつも変わらず、永
えいきゅう

久に続くものと思えてしまいます。

　しかしながらこの本を読んで皆さんは気づいてくれたことでしょ

う。大地は動き、佐渡を取り巻く環境は大きく変化してきたこと、

そして、ある種類の生き物がなぜその場所にいるのか、なぜ人々は

この作物をこの土地で育てているのかなど、そこには理由があるこ

とを理解できたのではないでしょうか。

　海に囲まれた佐渡島は独
どく

特
とく

の生
せい

態
たい

系
けい

（生き物やそれを取り巻く環

境のすべて）を持っています。島の周りの海は気候に影響を与え、

海で隔
へだ

てられたことで本州とは少し違った生き物の集団ができまし

た。そして、私たち人間も海の恩
おん

恵
けい

を受けるとともに、島という環

境の中で佐渡にしかない文化や生活様式を作りました。

　これを読んだ皆さんには、私たちの佐渡島の恵みに感謝しつつ、

これからの佐渡の環境、産業、文化などについて興味を持ち続けて

ほしいものです。そして佐渡の自然や環境の保護保全や佐渡ジオ

パークの活用など、いろいろなことに目を向けながら、佐渡の将来

を考えていきましょう。

あ

と

が

き
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